司会者文例
①これより第（　　）回ディベート討論会を始めます。テーマは「　　　　　　　　　　　」です。

　最初に（　　　　）側の立論を始めて下さい。時間は（　５　）分です。どうぞ。

②ありがとうございました。時間は（　　）分（　　）秒でした。

　では、（　　　　）側の立論を始めて下さい。時間は同じく（　５　）分です。どうぞ。

③ありがとうございました。時間は（　　）分（　　）秒でした。

　これから（　２　）分間の作戦タイムに入ります。（　　　　）側、（　　　　）側それぞれ作戦会議を開始して下さい。

　判定者のみなさんは、その間に判定表の立論の欄を書き入れて下さい。

　　　　　《鈴を鳴らす…作戦…鈴を鳴らす》

④作戦会議をやめて下さい。では（　　　　）側からの質問に移ります。

　この後はすべて挙手による指名制としますのでよろしくお願いします。

　時間は（　５　）分です。どうぞ。

　　　　　《鈴を鳴らす…質問と応答…鈴を鳴らす》

⑤質問をやめて下さい。では（　　　　）側からの質問に移ります。

　時間は同じく（　５　）分です。どうぞ

　　　　　《鈴を鳴らす…質問と応答…鈴を鳴らす》

⑥質問をやめて下さい。ではこれから（　１０　）分間のフリー討論に入ります。

　それでは挙手をどうぞ。

　　　　　《鈴を鳴らす…討論…鈴を鳴らす》

⑦時間になりましたのでこれでフリー討論を終わります。

　ここで（　２　）分間の作戦タイムに入ります。（　　　　）側、（　　　　）側
それぞれ作戦会議を開始して下さい。

　判定者のみなさんは、その間に判定表の立論の欄を書き入れて下さい。

　　　　　《鈴を鳴らす…作戦…鈴を鳴らす》

⑧作戦会議をやめて下さい。ただいまから最終弁論に入ります。

　（　　　　）側、（　　　　）側の順で行います。時間は（　２　）分です。

それでは（　　　　　）側どうぞ。

　　　　《鈴を鳴らす…作戦…鈴を鳴らす》

ありがとうございました。時間は（　　）分でした。
それでは続いて（　　　　）側の最終弁論をお願いします。時間は同じく（　２　）分です。どうぞ。

ありがとうございました。時間は（　　）分（　　）秒でした。

⑨以上で（　　　　　　　）というテーマについてのディベートを終わります。

　みなさんお疲れ様でした。

判定者は（　３　）分間で判定表の残りの欄に記入し、勝敗を決定して下さい。

⑩それでは判定に移ります。（　　　　）側の方が説得力があったと判定された方、挙手をお願いします。（　　　　　）側の方が説得力があったと判定された方、挙手をお願いします。（　　）対（　　）で（　　　　　）側の勝ちです。最後に（　　　　）先生の講評を頂きます。（　　　）先生お願いします。
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ディベートマッチ前に司会者にあたっている生徒に事前指導する
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雑時間が5分とすると46分でぎりぎりとなる。








